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★明治 18年の淀川洪水 

 明治 7 年（1874）、政府は外国人技師を招くなどして、淀川で近代的治水事業が実施さ

れた。そのなかで枚方付近の堤防決壊を要因とした明治 18 年（1885）の淀川洪水（通称

「伊加賀切れ」）が発生し、大阪府下に甚大な被害をもたらしたもの。 

 

★展示期間は 10月 10日（木）～12月 11日（水）、午前９時 30分～午後５時（入館は午

後４時 30分まで）。入館料は一般 200円、高校・大学生 100円（要学生証）、中学生以下

無料。火曜日は休館日（火曜が祝日の場合は翌日）。 

 

★展示予定資料（一部） 

大洪水末代噺 明治 18年の淀川洪水の被害状況を図示した印刷物。 

瓦版 大洪水之図 明治 18年の淀川洪水の被害状況を図示した瓦版。 

明治 18年洪水碑元字 枚方市登録文化財にもなっている「明治十八年洪水碑」の

元になった資料。 

明治 18 年洪水碑記念

扇子 

「明治十八年洪水碑」の建碑式の際に作成された記念扇子。 

 

 

 

 

 

 企画展「明治18年の淀川洪水」 

12月 11日（水）まで枚方宿鍵屋資料館で 関連講座も 

令和６年（2024年）10月 22日 

市立枚方宿鍵屋資料館（堤町 10－27）は門真市立歴史資料館・淀川資料館と連携した

合同企画「淀川改修 150年―その歴史をふりかえる―」を実施する。各館が合同企画に

沿って個別テーマを設定し、さまざまなイベントを開催するもので、鍵屋資料館では明

治 18 年（1885 年）に大阪府下に甚大な被害をもたらした枚方付近の堤防決壊を要因と

した淀川洪水（通称「伊加賀切れ」）がテーマの企画展「明治 18 年の淀川洪水」を 10

月 10日（木）～12月 11日（水）に開催。枚方市およびその周辺地域に残る資料から当

時の様子を復元し、展示する。10月 30日（水）・11月 24日（日）には関連講座も実施。

展示は入館料のみで観覧可。関連講座は別途要参加費。担当者は、「近年、各地で災害

が発生しているが、かつては淀川でもたびたび水害が発生していた。今回の展示は、こ

れまでの淀川洪水に関する調査・研究成果を反映したものになっているので、ぜひ見学

に来てほしい」と話している。 
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大洪水末代噺（枚方市蔵） 

 

瓦版 大洪水之図（枚方市蔵） 

 

 

★３館合同企画関連講座 

①「オランダ人土木技師と近代河川改修」 

講師：植村善博氏（佛教大学名誉教授） 

概要：日本の近代治水や土木事業にはオランダ人土木技師たちが大きく貢献した。

淀川と大阪築港はもちろん、木曽三川、九頭龍川、猪苗代湖など各地で工事

の調査、設計、監督にあたった。彼らの功績が地域でどのように評価されて

きたのかを講演する。 

②「明治 18年洪水と淀川改良工事」 

講師：諸留幸弘氏（元国土交通省技官、 現在（株）コンサルタント関西勤務） 

概要：明治 18年洪水の概要と淀川の原型ともなる「淀川改良工事」について講演。 

 

日時など：①10月 30日（水）②11月 24日（日） 

いずれも午後２時～３時 30分、市立枚方宿鍵屋資料館。 

参加費：大人 500円、中学生以下 300円 

申込：①受付中。②11 月 2 日（土）午前９時から電話で鍵屋資料館へ。先着各 70人。 

 

＜お問い合わせ＞ 

市立枚方宿鍵屋資料館 ☎・FAX：072-843-5128 
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